
東
京
車
両
所
分
会
・
新
幹

線
地
本
・
本
部
は
７
月
29

日
、
診
断
書
強
要
中
労
委
の

命
令
は
不
当
だ
と
し
て
、
国

を
相
手
取
り
行
政
訴
訟
を
提

起
し
ま
し
た
。

中
労
委
は
、
労
働
協
約
の

団
交
事
項
に
該
当
し
な
い
事

項
は
「
労
使
慣
行
」
に
従
い
、

協
約
改
訂
交
渉
や
新
賃
金
等

交
渉
で
議
論
す
る
べ
き
も

の
、
幹
事
間
折
衝
は
実
質
的

に
機
能
し
て
お
り
、
会
社
の

対
応
と
し
て
欠
け
る
と
こ
ろ

は
な
い
と
し
、
協
約
改
訂
交

渉
や
新
賃
金
交
渉
、
幹
事
間

折
衝
の
問
題
点
を
全
く
無
視

し
、
会
社
の
主
張
の
み
を
採

用
す
る
と
い
う
不
当
命
令
を

出
し
ま
し
た
。
中
労
委
命
令

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
会

社
の
裁
量
で
団
体
交
渉
を
拒

否
で
き
る
と
い
う
前
例
を
つ

く
る
こ
と
に
繋
が
る
と
し

て
、
提
訴
に
至
り
ま
し
た
。

本
部
本
橋
書
記
長
は
７
月

７
日
、
本
人
の
同
意
な
き
一

方
的
な

歳
原
則
出
向
は
不

54

当
だ
と
し
て
、
東
京
地
裁
に

東
京
仕
業
検
査
車
両
所
へ
の

復
職
を
求
め
、
出
向
取
消
仮

処
分
を
申
し
立
て
ま
し
た
。

新
幹
線
地
本
は
６
月
26

日
、
南
部
労
政
会
館
で
第
29

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
議
長
に
石
倭
代
議
員
（
東

京
運
輸
所
分
会
）
を
選
出
し

ま
し
た
。

杉
澤
委
員
長
は
、
挨
拶
で

「

歳
原
則
出
向
に
よ
る
Ｊ

54
Ｒ
東
海
労
を
職
場
か
ら
放
逐

す
る
攻
撃
に
抗
し
て
、
撤
回

を
勝
ち
取
っ
て
き
た
成
果
を

確
認
し
、
本
橋
さ
ん
の
仮
処

分
、
出
向
先
の
労
働
条
件
改

善
、
年
休
裁
判
、
中
労
委
命

令
に
対
す
る
行
政
訴
訟
を
闘

う
意
思
統
一
を
図
ろ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
本
橋

書
記
長
、
仲
田
弁
護
士
、
尾

崎
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
よ
り
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
８
名
の
代
議

員
か
ら
、
「
本
橋
さ
ん
、
淵

上
さ
ん
を
職
場
に
取
り
戻
す

た
め
共
に
闘
う
」
「
引
継
ぎ

時
間
超
勤
未
払
い
、
出
向
特

別
措
置
の
超
勤
単
価
な
ど
出

静
岡
地
本
は
７
月
５
日
、

静
岡
労
政
会
館
で
第

回
定

33

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

半
場
委
員
長
は
、
挨
拶
で

「
春
闘
で
は
掲
示
板
に
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
貼
り
出
し
、
地
本

情
報
を
割
り
振
り
作
成
し

た
。
規
程
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

労
基
署
に
行
き
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
。
本
日
、
未
払
い

請
求
を
行
う
。
リ
ニ
ア
建
設

反
対
の
闘
い
を
広
め
よ
う
。

関
西
の
仲
間
に
学
び
、
組
織

拡
大
を
実
現
し
よ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
木
下

委
員
長
、
此
田
地
本
Ｏ
Ｂ
会

長
よ
り
挨
拶
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
本
部
森
下
企
画

部
長
よ
り
沖
縄
平
和
研
修
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
「
Ｏ
Ｂ
は
現

職
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て

い
る
。
Ｏ
Ｂ
と
の
連
携
を
強

化
し
よ
う
」
「
記
念
行
事
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
聞
い
て
、
自
分
の
武
器
は

何
か
と
問
わ
れ
る
。
出
向
含

め
て
、
自
分
の
闘
う
場
を
確

定
す
べ
き
」
「
本
来
業
務
で

は
な
い
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
、
業

研
な
ど
は
や
る
必
要
は
な

い
。
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の
布
石

で
あ
る
」
「
鹿
な
ど
と
衝
突

し
た
際
、
足
場
が
悪
く
て
車

両
点
検
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
。
改
善
す
べ
き
」
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
出
場
報
告

は
効
果
が
あ
る
と
は
思
わ
な

い
」
な
ど
の
発
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

渡
邊
書
記
長
は
、
総
括
答

弁
で
「
報
道
の
自
由
度
ラ
ン

キ
ン
グ
で
日
本
は
昨
年

位
67

で
、
民
主
党
政
権
時
代
か
ら

大
き
く
転
落
し
た
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
で
ジ
ャ
ン
ク
報
道

が
出
回
り
、
私
た
ち
は
何
が

正
し
い
の
か
価
値
判
断
が
問

わ
れ
る
。
１
つ
の
事
実
に
対

し
て
、
真
実
と
言
わ
れ
る
も

の
は
複
数
存
在
す
る
。
報
道

を
鵜
呑
み
に
し
て
は
い
け
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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新
幹
線
地
本
第

回
定
期
大
会

29

第
１
回
審
尋
は
７
月

日
26

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
橋
書

記
長
は
「
会
社
は
出
向
者
に

労
働
協
約
第
６
条
の
勤
務
時

間
中
の
組
合
活
動
を
適
用
し

な
い
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
私

を
出
向
に
出
す
こ
と
は
権
利

の
侵
害
で
あ
る
。
こ
れ
は
組

合
活
動
の
妨
害
で
あ
り
不
当

労
働
行
為
で
あ
る
。
出
向
に

よ
っ
て
年
間
休
日
が
８
日
程

減
り
、
大
き
な
不
利
益
だ
」

と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

新
幹
線
関
西
地
本
西
組
織

部
長
は
７
月
６
日
、
関
西
新

幹
線
サ
ー
ビ
ッ
ク
京
都
事
業

所
へ
の
出
向
命
令
効
力
停
止

の
仮
処
分
申
請
を
大
阪
地
裁

に
申
し
立
て
ま
し
た
。
西
さ

は
、
エ
ム
テ
ィ
ー
出
向
は
解

除
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
社

は
不
当
に
も
、
大
阪
第
一
運

輸
所
に
戻
さ
ず
、
出
向
先
を

替
え
た
の
で
す
。

第
１
回
審
尋
は
７
月

日
29

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
さ
ん

は
「
地
本
組
織
部
長
と
し
て

の
活
動
が
阻
害
さ
れ
て
い

る
」
と
、
会
社
の
不
当
性
を

訴
え
ま
し
た
。

新
幹
線
地
本
と
新
幹
線
関

西
地
本
は
そ
れ
ぞ
れ
、
裁
判

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

向
先
の
問
題
点
の
改
善
を
、

プ
ロ
パ
ー
の
仲
間
に
も
呼
び

か
け
て
共
に
闘
う
」
「
タ
ブ

レ
ッ
ト
不
具
合
・
乗
務
員
交

番
の
問
題
点
な
ど
職
場
の
労

働
条
件
改
善
を
目
指
す
」「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
を
許
さ

な
い
」
な
ど
の
発
言
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

伊
藤
書
記
長
は
、
総
括
答

弁
で
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
巡
る

各
国
の
意
図
を
明
確
に
し
よ

う
。
出
向
撤
回
の
闘
い
を
一

丸
と
な
っ
て
闘
お
う
。
出
向

先
と
の
団
体
交
渉
を
継
続
し

て
闘
う
。
コ
ロ
ナ
で
つ
く
れ

な
か
っ
た
討
論
の
場
を
つ
く

ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

静
岡
地
本
第

回
定
期
大
会

33

全ての闘いを
組織拡大に結実させよう！
各地本定期大会 成功裡に終了

診
断
書
強
要
中
労
委
命
令
は
不
当
だ
と
し
て
提
訴
！

本
橋
さ
ん
、
西
さ
ん
仮
処
分
は
１
回
の
審
尋
が
終
了



名
古
屋
地
本
は
７
月
17

日
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

れ
あ
ろ
で
第

回
定
期
大
会

32

を
開
催
し
ま
し
た
。

荻
野
委
員
長
は
「
田
川
さ

ん
が
加
入
し
た
。
未
来
を
切

り
拓
く
た
め
に
が
ん
ば
ろ

う
。
葛
西
名
誉
会
長
が
亡
く

な
っ
て
も
、
労
政
は
健
在
。

安
倍
元
首
相
が
亡
く
な
っ
て

も
、
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く

り
は
強
化
さ
れ
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
は
愛
国
心
が
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
ぶ
れ
ず
に
反
戦

・
平
和
の
闘
い
を
展
開
し
よ

う
。
地
本

年
誌
は
組
合
員

30

の
奮
闘
に
よ
り
作
成
で
き

た
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
高
山

副
委
員
長
、
今
井
地
本
Ｏ
Ｂ

会
長
、
楠
関
ヶ
原
町
議
会
議

員
よ
り
挨
拶
を
受
け
ま
し

た
。質

疑
で
は
、
「
田
川
さ
ん

と
共
に
闘
う
」
「
経
営
の
足

か
せ
で
あ
る
リ
ニ
ア
を
中
止

さ
せ
よ
う
」
「
車
両
用
信
号

炎
管
が
廃
止
で
、
私
鉄
と
並

行
す
る
区
間
で
の
停
止
手
配

新
幹
線
関
西
地
本
は
７
月

７
日
、
新
大
阪
丸
ビ
ル
で
第

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

28し
た
。

笹
田
委
員
長
は
、
挨
拶
で

「
田
川
哲
史
さ
ん
が
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
と
決
別
し
、
Ｊ

Ｒ
東
海
労
に
加
入
し
た
。
大

阪
運
輸
所
分
会
で
は
、
寄
本

さ
ん
池
田
さ
ん
に
続
き
３
人

目
で
す
。
田
川
さ
ん
の
加
入

は
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
に

間
違
い
の
無
か
っ
た
こ
と
を

証
明
し
て
く
れ
た
。
田
川
さ

ん
の
加
入
を
歓
迎
す
る
と
共

に
、
そ
の
決
意
を
受
け
止
め

共
に
闘
っ
て
い
く
。
西
さ
ん

は
、
関
西
サ
ー
ビ
ッ
ク
会
社

へ
の
出
向
命
令
の
無
効
を
求

め
、
仮
処
分
申
立
を
行
っ
た
。

強
制
出
向
裁
判
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
闘
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
山
内

総
務
部
長
、
定
岡
弁
護
士
、

新
聞
う
ず
み
火
矢
野
代
表
、

工
藤
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
か
ら
連

帯
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
全
代
議
員
か

ら
田
川
さ
ん
の
加
入
を
喜

び
、
共
に
闘
う
こ
と
を
表
明

し
、
「
車
い
す
ス
ロ
ー
プ
の

改
善
を
勝
ち
取
っ
た
」
「
Ｓ

Ｅ
Ｋ
と
団
交
を
開
催
し
た
」

「
診
断
書
の
強
要
に
対
し
闘

う
」
「
分
会
全
組
合
員
で
勤

務
実
績
の
開
示
請
求
を
行
っ

た
」
な
ど
の
発
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

浦
谷
書
記
長
は
、
総
括
答

弁
で
「
組
織
拡
大
の
成
果
を

確
認
し
よ
う
。
診
断
書
強
要

問
題
で
、
年
休
は
欠
勤
な
の

か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
地
本
と
し
て
闘
っ
て
い

く
」
と
訴
え
ま
し
た
。

静
岡
地
本
は
７
月
５
日
、

静
岡
労
政
会
館
で
２
０
１
９

～
２
０
２
１
年
度
の

歳
定

60

年
を
祝
う
式
典
を
開
催
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３

年
延
期
と
な
っ
て
い
た
式
典

新
幹
線
地
本
は
７
月
４

日
、
組
合
員
が
出
向
し
て
い

る
警
備
会
社
㈱
シ
ム
ッ
ク
ス

と
団
体
交
渉
を
開
催
し
ま
し

た
。

１
ヶ
月
単
位
の
変
形
労
働

時
間
制
の
上
限
を
超
え
る
勤

務
シ
フ
ト
に
つ
い
て
、
シ
ム

ッ
ク
ス
は
「
問
題
な
い
」
と

回
答
し
ま
し
た
。
組
合
は
、

「
労
基
法
に
違
反
し
て
い
る
。

シ
ム
ッ
ク
ス
就
業
規
則
に
も

違
反
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、

シ
ム
ッ
ク
ス
は
「
再
精
査
し

回
答
す
る
」
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
出
向
者
は
引
継
ぎ
時

間

分
は
勤
務
時
間
に
組
み

10
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
プ
ロ

パ
ー
の
警
備
員
は
サ
ー
ビ
ス

労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
組
合
は
、
「
出
向
の
際

の
就
労
条
件
で
は
勤
務
時
間

と
さ
れ
て
い
な
い
。
超
過
勤

務
と
し
て
い
る
職
場
も
あ

る
。
就
業
規
則
に
は
勤
務
時

間
（
始
業
時
刻
終
業
時
刻
）

が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
」
と

指
摘
し
ま
し
た
が
、
シ
ム
ッ

ク
ス
は
「
契
約
上

分
間
の

10

朝
礼
時
間
を
明
示
し
て
い
る

か
ら
問
題
な
い
」
と
の
回
答

に
終
始
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
組
合
側
は
対
立
を
確
認

し
、
再
回
答
が
示
さ
れ
な
い

な
ら
ば
「
未
払
賃
金
請
求
訴

訟
」
に
よ
っ
て
争
う
こ
と
を

通
告
し
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
営
業
所
で
の
朝

礼
時
間
の
実
態
や
神
奈
川
営

業
所
で
の
開
店
前
準
備
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
の
実
態

に
つ
い
て
、
シ
ム
ッ
ク
ス
か

ら
は
、
調
査
し
た
結
果
、
こ

れ
を
是
正
す
る
た
め
に
勤
務

シ
フ
ト
の
見
直
し
と
、
サ
ー

ビ
ス
労
働
に
つ
い
て
超
過
勤

務
と
し
て
Ｊ
Ｒ
に
報
告
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
警
備
員
の
装
備
品

で
あ
る
白
手
袋
や
無
線
用
イ

ヤ
ホ
ン
な
ど
の
個
人
貸
与
の

要
求
に
つ
い
て
は
、
改
善
に

向
け
て
検
討
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
後

日
に
改

19

善
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（２）第４５８号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０２２年（令和４年）８月１日

名
古
屋
地
本
第

回
定
期
大
会

32
新
幹
線
関
西
地
本
第

回
定
期
大
会

28

は
ど
う
す
る
の
か
」
「
風
規

制
が
頻
発
す
る
橋
梁
は
風
防

な
ど
の
対
策
が
必
要
」
「
乗

務
報
告
ア
プ
リ
は
入
力
項
目

が
多
す
ぎ
て
問
題
」
な
ど
の

発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

御
辺
書
記
長
は
、
総
括
答

弁
で
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
事

実
上
の
徴
兵
制
だ
。
い
か
な

る
理
由
が
あ
ろ
う
と
、
戦
争

に
は
反
対
だ
。
コ
ロ
ナ
給
付

金
不
正
受
給
で
若
い
社
員
４

人
が
解
雇
さ
れ
た
。
手
当
の

大
幅
削
減
な
ど
の
背
景
が
あ

る
。
田
川
さ
ん
の
加
入
で
勇

気
と
元
気
を
も
ら
っ
た
。
会

社
は
３
世
代
の
鉄
道
と
称
し

て
リ
ニ
ア
を
推
進
し
て
い
る

が
、
他
労
組
組
合
員
に
反
対

を
も
っ
と
訴
え
よ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

静
岡
地
本
組
合
員
３
名
は

７
月
５
日
、
規
程
の
訂
正
時

は
、
３
年
度
合
同
で
開
催
し

ま
し
た
。

歳
定
年
を
迎
え

60

た
組
合
員
は
、
木
村
増
男
さ

ん
、
宮
澤
克
明
さ
ん
、
渡
邊

靖
之
さ
ん
、
高
山
浩
さ
ん
の

４
名
で
す
。
主
賓
の
４
名
は
、

鉄
道
生
活
の
思
い
出
な
ど
を

間
に
費
や
し
た
時
間
を
超
勤

と
し
て
認
め
な
い
の
は
不
当

だ
と
し
て
、
金
子
社
長
宛
に

未
払
い
賃
金
請
求
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

職
場
で
は
、
訓
練
時
間
内

で
訂
正
確
認
を
行
う
な
ど
一

定
の
改
善
は
あ
っ
た
も
の

の
、
今
な
お
労
働
時
間
外
で

規
程
の
訂
正
を
行
っ
て
い
る

の
が
実
態
で
す
。
静
岡
地
本

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
労

基
署
に
相
談
を
行
う
な
ど
の

闘
い
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

規
程
訂
正
時
間
を
超
勤
と
し
て
支
払
え
！

静
岡
地
本
組
合
員
が
社
長
宛
に
未
払
い
賃
金
請
求

退
職
者
の
苦
闘
を
慰
労

静
岡
地
本
と
名
古
屋
地
本
が
退
職
を
祝
う
会
開
催

語
り
ま
し
た
。

名
古
屋
地
本
は
７
月
17

日
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

れ
あ
ろ
で
「
退
職
者
ご
苦
労

様
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
各
年

度
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

退
職
を
迎
え
た
組
合
員
は
、

遠
山
雅
彦
さ
ん
、
越
坂
武
さ

ん
、
宮
沢
正
樹
さ
ん
、
堀
部

肇
さ
ん
、
加
藤
誠
二
さ
ん
、

谷
口
満
さ
ん
、
村
瀬
伸
次
さ

ん
、
中
山
孝
宏
さ
ん
、
仲
田

和
久
さ
ん
の
９
名
で
す
。

退
職
者
に
は
関
係
が
深
か

っ
た
組
合
員
か
ら
花
束
が
贈

呈
さ
れ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
者
か

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

変
形
労
働
時
間
制
は
再
精
査

一
部
前
向
き
な
回
答
を
確
認

新
幹
線
地
本
が
シ
ム
ッ
ク
ス
と
団
交


